
BLSO（basic Life Support in Obstetrics）八戸コースの 

ご案内 

 

ALSO（Advanced Life Support in Obstetrics）は米国家庭医療学会が1993年に正式に採用した

分娩に関わる医療チームに対する、最新エビデンスに基づいた安全なお産のための講習会です。

心肺蘇生講習会ACLS（日本ではICLS）の産婦人科版に相当するものです。全米では、ほとんど

の分娩施設で分娩に関わる医療関係者にALSOを受講することを義務付けています。また、その

プログラムは世界でも高く評価され、これまで米国を含め50カ国以上で採用されてきました。海外

では主に産婦人科医や家庭医、助産師の養成のためにALSO が利用されています。 

しかしながら、日本では日々更新される新しいエビデンスを取り入れた、標準的なお産に関する

知識と技術を体系的に学ぶことのできる講習会はこれまで存在しませんでした。 

 

2008年に金沢大学の周生期医療専門医養成支援プログラムグループが、米国家庭医療学会

から日本でのALSOセミナー運営権を取得し、2009年11月に日本で初めてのプロバイダーコース、

インストラクターコースを開催し、2010年よりALSO-Japan 事業をNPO 法人周生期医療支援機構

（本部：石川県金沢市http://www.oppic.net/）が運営を行うことになりました。2010年八戸市でもコ

ース開催に成功しています。 

 

今回は、八戸市立市民病院救命救急センターにおいて公益社団法人地域医療振興協会と

NPO法人周生期医療支援機構の共催で、お産に関わりが少ない医療者及び救急隊を対象とした

BLSO（ALSOの基礎）コースを開催します。 

 

  【概 要】 

 

 
BLSO コース  ※ALSO の基礎コース 

開催日時（予定） 

平成２４年１１月２３日（祝金） ８：３０～１７：００ （受付８：００～） 

１１月２４日（土）  ８：３０～１７：００ （受付８：００～） 

   ※同内容で２コースの開催 

開催場所 八戸市立市民病院（青森県） 

募集人員 

（対象者） 

各日 １８名  

（主に妊婦外傷等、病院前産科救急に携わる医師、看護師、救急救命士等） 

参加費用 １５,０００ 円 

主 催 

共 催 

八戸市立市民病院 

NPO 法人 周生期医療支援機構・公益社団法人 地域医療振興協会 

 



 

【スケジュール】 

 

 
タイムスケジュール 

受付 ８：００～８：３０ 

妊婦の評価 ８：３０～９：３０ 

分娩介助 ９：４０～１０：４０ 

新生児蘇生 １０：５０～１１：５０ 

昼食 １１：５０～１２：４０ 

産後大出血 

妊婦蘇生 
１２：４０～１３：４０ 

救急車内分娩 １３：５０～１４：３０ 

症例検討 

手技練習 

筆記試験 

実技試験 

１４：４０～１６：５０ 

 

 

 



 




